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1. はじめに 

微粒子の液相合成法は，均一溶液中で原料となる溶質の

溶解度や縮重合を利用し分散粒子を析出させる方法であ

る。この方法は溶質の組成と濃度の制御が容易で温和な条

件においても反応が進行するという特徴をもつ。また，液

相粒子合成法は，あらかじめ反応系内に核となる物質を導

入した場合，反応を制御し核表面以外での粒子析出を防ぐ

と核の表面上に析出物を得ることができる。従って微粒子

複合材料の合成に向いた手法といえる。 
本研究では液相粒子合成法である均一沈殿法を用い，磁

性粒子である酸化鉄を活性炭に担持し磁性活性炭の合成を

試みた。このような磁性複合体は汚濁物質の磁気分離に応

用が期待できる(1)。 

2. 実験方法 

蒸留水中に活性炭を添加した溶液を撹拌翼で撹拌しなが

ら，85℃に加温した。この溶液に対し，硫酸鉄(II)七水和物

または塩化鉄(II)四水和物の水溶液および尿素の水溶液をそ

れぞれ加え，撹拌を継続して反応を行った。生成物はろ過，

洗浄後乾燥し活性炭担持酸化鉄とした。酸化鉄担持量の調

整は溶質濃度を一定とし，活性炭重量を変化させて行った。

酸化鉄組成はＸ線回折(XRD)により決定した。酸化鉄担持量

は，示差熱天秤による重量変化の測定結果から求めた。 

3. 結果 

硫酸鉄(II)七水和物と塩化鉄(II)四水和物により調製した

酸化鉄担持活性炭に含まれる酸化鉄の XRD 分析結果を図 1
に示す。硫酸鉄(II)七水和物からの生成物はゲタイトとマグ

ネタイト由来のピークを示した。一方，塩化鉄(II)四水和物

からの生成物はほぼマグネタイト由来のピークを示した。

水酸化鉄(II)の酸化でマグネタイトを合成する場合，原料の

影響で副生物であるゲタイトが生じることが知られている
(2)。本合成では，マグネタイトを得るには塩化鉄(II)四水和

物が適していることがわかった。 
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図１. 酸化鉄の XRD パターン 

硫酸鉄(II)七水和物から調製(a)，塩化鉄(II)四水和物から調製

(b)，○：マグネタイト，×：ゲタイト 
 
塩化鉄(II)四水和物から調整した酸化鉄担持活性炭の組成

は，担持量 50wt％ではマグネタイト，酸化鉄担持量 25wt%
ではマグネタイトとヘマタイトの混合物，酸化鉄担持量 10 
wt%ではヘマタイトからなることがわかった。これは，仕込

みの活性炭量が多くなると原料イオンの Fe2+の酸化が促進

されることを示している。 
塩化鉄(II)四水和物の仕込み量から計算される酸化鉄担持

量と示差熱天秤によって求めた担持量実測値はおよそ一致

し，本合成法は生成する酸化鉄はマグネタイト，ヘマタイ

トによらずほとんど活性炭上に担持して生成することがわ

かった。 
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